
科

目

名 

言語文化 

学科・学年・学級 商業科・１学年 

単位数 ２単位（週２時間） 

使用教科書・副教材等 
［教科書］言語文化 （第一学習社） 

［副教材］新国語便覧（第一学習社） 

 

１ 学習目標 

 社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付け、その特質を理解し効果的に表現する力を養います。 

 古典に親しみ、基本的事項を修得し、読む能力を養います。 

 思考力を伸ばし、心情を豊かにし、言語感覚を磨いて言語文化に対する関心を深めます。 

 

２ 学習方法 

 前もって教科書を熟読し、連絡した予習課題をして、授業に臨んでください。また、実践力を養う

ために週末課題を出します。自学自習の習慣を付けましょう。 

 古典においては、基本的文法事項や基本的句法を学習し、古典学習の基礎を固めます。様々な古典

に触れ、読む楽しみを味わいます。 

 辞書、副教材は机上に常に用意し、わからない言葉等は、すぐ調べましょう。 

 積極的に音読や暗誦に取り組み、作品に親しみましょう。 

 

３ 学習評価 

 (1)  評価の観点・趣旨・方法 

観  点 趣   旨 評 価 の 方 法 

 

知識・技能 

 

 古典を読むために必要な文語のきまりや古典

特有の表現などについて、理解を深めているか。 

古典の言葉と現代の言葉とのつながりについ

て理解を深めているか。 

・ 授業態度や予習状況 

・ 授業中の活動や発表 

・ 課題やノートの取り方 

・ 小テスト 

 

思考・判断・表現 

 

文章の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見

方、感じ方、考え方を深め、言語文化に関する

自分の考えを持っているか。 

・ 定期考査・課題テスト 

・ 課題やノートの取り方 

・ 作品の感想や感想文 

・ 授業中の発言や発表 

・ 小テスト 

 

主体的に学習に 

取り組む態度 

 

 言語文化についての理解を深め、韻文や古典

の世界に親しんでいるか。 

 読書に親しみ自己を向上させ、言葉を通して

他者や社会に関わろうとしているか。 

・ 授業態度や予習状況 

・ 授業中の活動や発表 

・ ノートの取り方や課題の

提出状況 

 

 (2)  各学期及び学年末の評価 

  各学期の評価は、定期考査、課題テスト、小テスト等の成績、ノートや課題等の提出状況、作文や感想

文等の内容、授業態度・出席状況、授業中の発表等を総合して行います。 

   学年末の評価は、１・２・３学期の評価を平均することにより行います。 



４ 学習のポイント 

 年度当初に教科担当の先生から指示された仕方で予習をして、授業に臨みましょう。 

 ノートをきちんと取り、渡されたプリントはノートに貼りましょう。ノートを見直し、復習をしま

しょう。重要な句法等は暗誦して習熟しましょう。 

 週末課題の問題集を計画的に学習し、指示された日に提出しましょう。 

 単語テストや小テストの勉強を日頃からきちんと行い、知識や学力を身に付けましょう。 

 進んで読書し、読書記録を付けましょう。 

 

５ 学習計画（予定） 

月 学  習  項  目 学  習  の  ね  ら  い ・ 活  動 
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１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

〈課題テスト〉 

「言語文化」の学習に

ついて 

 古文入門 

 漢文入門 

 

〈一学期中間考査〉 

 歌物語 

 

〈第 1回実力テスト〉 

故事成語 

 

〈一学期期末考査〉 

随筆（一） 

       

〈課題テスト〉 

古典の詩歌 

 

漢詩 

 

〈二学期中間考査〉 

 近現代の詩歌 

 

 日記 

 

〈第 2回実力テスト〉 

 史伝 

 随筆（二） 

 

〈二学期末考査〉 

 思想 

  

〈課題テスト〉 

 軍記物語 

 

 伝統と文化 

  

〈学年末考査〉 

文章 

 

・ 学習の意義や内容・勉強方法について理解します。週末課題や小テスト

等への効果的な取り組み方を学びます。 

・ 古文の学習の仕方を学び、話のおもしろさを味わいます。 

・ なじみのある故事成語・格言を通して、漢文訓読に親しみます。 

 

 

・ 和歌が果たす役割を押さえ、歌物語の特徴と読み解き方を理解します。 

・ 助動詞について理解し、口語訳の力を身に付けます。 

 

・ 平易な短い文章を読んで、漢文の内容を理解します。 

・ 現在使われている言葉が漢文に由来していることを理解します。 

 

・ 当時の人々の人間、社会などに対する思想や感情を読み取ります。 

・ 助動詞・助詞について理解を深め、口語訳に生かします。 

 

・ 和歌の鑑賞の仕方を理解し、各時代の特色を捉えます。 

・ 古典の和歌を現代の言葉で書き換えて発表します。 

・ 漢詩のきまりについて理解し、中国の人々が自然や人事に向けた思いを

読み取ります。 

 

・ 詩や短歌、俳句の鑑賞の仕方を学び、作者の思いを読み取ります。 

・ 折句を用いた短歌を作ります。 

・ 最初の日記文学を読んで、記録としての日記とは異なる表現方法と、執

筆意図を読み解きます。 

 

・ 時代背景を知るとともに、登場人物の考えや、人物像を読み取ります。 

・ 思索的な随筆を読み、作者が提示する事柄を具体的に読み解きます。 

 

 

・ 『論語』における孔子のものの見方や考え方を理解します。 

 

 

・ 合戦を主題とした作品を読み、思想や人間のありようを読み取ります。 

・ 音便について理解します。 

・ 伝統文化への理解を深め、伝統文化をテーマとした随筆を書きます。 

 

 

・ 長文の漢文に慣れ、発想のおもしろさを味わいます。 

 

 


